
リニア建設工事は、本紙№１３６、１３８で記載した通り、静岡県以外でも

工事工程の大幅な遅延が発生しています。神奈川県駅の工事は６年以上の遅れ、

南木曽町の非常口工事においては、残土置場が未確定で着工すらできていませ

ん。静岡県内だけではなく、全体で遅れが出ているのです。工事が遅れれば、

工事業者との契約延長も必要となると考えられ、建設費用は予定されている７．

０４兆円を更に上回るのは確実です。猛烈な円安は、建設資材調達にも影響を

及ぼしているはずです。

コロナ前の収支で計算した場合でもギリギリな返済計画ですが、コロナ後の

収支と建設費用の更なる上乗せを考えると、経営破綻の可能性が明白となりま

す。この時、誰が責任を取るのでしょうか？今のうちにハッキリさせるべきで

す。リニア推進者は全員同罪という覚悟を持つべきです。

会社とＪＲ東海ユニオンは、リニア推進のため業務改革に必死ですが、状況

次第では賃下げやリストラなど十分にあり得るでしょう。経営失敗の影響は、

即座に労働者へと降りかかってくるのです。

物価が上昇し続ける中での経営悪化の影響を考えると、私たちの今後の生活

に大きな影響を及ぼすでしょう。会社は経営破綻を避けるためにも、今こそ建

設中止を決断する時です。

ＪＲ東海労は経営破綻を招くリニア建設に反対！

経営破綻した場合、
誰が責任を取るのか？
どうなる？社員の雇用と労働条件！
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